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長軸断面図

樹脂サッシ

太陽光パネル

寝室書斎 キッズ
ルーム

テラス LDK 駐車スペース

EV自動車

谷樋による集水

外壁：
ガルバリウム鋼板鎧張り 0.4t
不燃防水石膏ボード 12.5t
通気胴縁 /通気層 15t
透湿防水シート
フェノールフォーム 45t
構造用合板 12t
フェノールフォーム 66t

屋根：
ガルバリウム鋼板縦ハゼ葺き 0.4t
ポリエチレンフォーム 4t
ゴムアスファルトルーフィング 24kg
野地板 12t
通気層 / 垂木 30t
透湿防水シート
フェノールフォーム 100t
構造用合板 24t
フェノールフォーム 100t

駐車場床：
土間コンクリート
水勾配 1/200

天井：
シナ合板 5.5t

天井：
ソイルペイント白塗装
シナ合板 4t
野縁 40t

内壁：
ソイルペイント白塗装

石膏ボード 9.5t 二枚張り

1階床：
フローリング 15t
床暖房パネル 15t
構造用合板 12t
フェノールフォーム 45t

2 階床：
FSC 認証フローリング 15t
構造用合板 24t

FSC 認証構造材

外ブラインド
夏の直達日射

風

風

雨水 雨水

雨水
天空光

冬の直達日射

眺望

南 北

木製サッシ

在来種を基調とした植栽

断熱ハニカムブラインド＋

CASBEE-DH_NC_2018v1.0_SDGハウス 結果

 ■使用評価マニュアル： CASBEE-戸建（新築）2018年版 　　 ■使用評価ソフト： CASBEE-DH_NC_2018v1.0

1-1 建建物物概概要要 1-2 外外 観観

建物名称 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 外構の仕様 確定

用途地域 確定 <備考>

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 　　　外観パース等

構造・構法 図を貼り付けるときは

階数 シートの保護を解除してください

敷地面積 129 ㎡ 確定 評価の実施日 2021年4月3日

建築面積 77 ㎡ 作成者 川島範久

延床面積 118 ㎡ 確認日

世帯人数 確定 確認者

2-1　　戸戸建建のの環環境境効効率率（（BEEラランンクク&チチャャーートト）） 2-2　　ラライイフフササイイククルルCO2（（温温暖暖化化影影響響チチャャーートト）） 2-3 大大項項目目のの評評価価（（レレーーダダーーチチャャーートト））

24.8

戸戸建建標標準準計計算算

2-4 中中項項目目のの評評価価（（ババーーチチャャーートト））

Q 環環境境品品質質 Qののススココアア= 4.7
Q1 室室内内環環境境をを快快適適・・健健康康・・安安心心ににすするる   Q2 長長くく使使いい続続けけるる Q3 ままちちななみみ・・生生態態系系をを豊豊かかににすするる

5.0 4.3 4.6

LR 環環境境負負荷荷低低減減性性 LRののススココアア= 4.8
LR1 エエネネルルギギーーとと水水をを大大切切にに使使うう    LR2 資資源源をを大大切切にに使使いいゴゴミミをを減減ららすす LR3 地地球球・・地地域域・・周周辺辺環環境境にに配配慮慮すするる

4.8 4.7 5.0

3 設設計計上上のの配配慮慮事事項項
総総合合 そそのの他他

Q1 室室内内環環境境をを快快適適・・健健康康・・安安心心ににすするる Q2 長長くく使使いい続続けけるる Q3 ままちちななみみ・・生生態態系系をを豊豊かかににすするる

LR1 エエネネルルギギーーとと水水をを大大切切にに使使うう LR2 資資源源をを大大切切にに使使いいゴゴミミをを減減ららすす LR3 地地球球・・地地域域・・周周辺辺環環境境にに配配慮慮すするる

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般的

な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で示

したものです

4

太陽光発電と家庭用燃料電池コージェネレーションシステムを組み合わ
せることで、レジリエンス性の高い創エネシステムとし、電気自動車への
蓄電も可能な計画とした。屋根で集められた雨水は、雨水タンクに蓄えら
れ、日常的には外構植栽への水遣り、災害時には1階のレジリエンストイ
レでの利用が可能な計画とした。

東京都世田谷区

第一種低層住居専用地域

6 地域

木造・在来軸組構法

地上2階建

構造材や間柱、根太などは、プレカットによる無駄の無い加工を行い、
構造は尺貫法とすることで、歩留まりの良い計画を心がけた。
マテリアルについては、樹脂サッシ、木製サッシ、フェノールフォーム断
熱材、リサイクルタイル、古木や廃材杉板など、リサイクル可能なもの、
廃棄予定だったものを採用した。

建物まわりは砂利敷きとし雨水の浸透をしやすくし、雨水タンクや太陽
光パネルを設置することで、地域インフラに依存しない計画とした。
また、在来種を基調とする植栽計画とした。

　地球環境と人間社会を持続可能にするために、人間の心身の健康や快適性が向上されるような質が伴った室内環境や周辺環境、製造から廃
棄までのライフサイクルを考慮した地球スケールでの省エネや創エネ、資源循環などに考慮しつつ、自分以外の他者と繋がる歓び（Delight）を感じ
ながら、豊かな生活を創造していくことのできる器としての住宅をめざした。

フェノールフォームによる充填＋外張り断熱、木製サッシ、樹脂サッシ、
外ブラインド、内ブラインド(断熱ハニカムブラインド)を採用し、断熱気密
性能の高い住宅とし、環境解析により適切な自然通風・自然採光計画と
し、ダクトレス熱交換換気や床暖房により快適な室内環境とした。

防蟻処理や通気ライナー、水切り等により、建物の長寿命化について考
慮し、構造は、壁量計算及び、立体解析モデルにより許容応力度設計を
行い、安全性の確認を行った。床下点検口やPSの設置により、建物内
の配管等を適切にメンテナンスできる計画とした。

南側前面道路に対してセットバックし、北側を低く抑える計画とした。周
りの建物に影を落とさず、圧迫感を与えない配置計画とし、道路際に
植栽を植えることで、まちなみを考慮した計画とした。構造材やフロー
リングには、FSC認証木材を採用し、森林の保全に貢献する計画とし
た。

2020年4月
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LLRR33ののススココアア==

QQ33ののススココアア==QQ22ののススココアア==

LLRR22ののススココアア==

QQ11ののススココアア==

LLRR11ののススココアア==

■■CCAASSBBEEEE:: CCoommpprreehheennssiivvee AAsssseessssmmeenntt SSyysstteemm ffoorr BBuuiillｔｔ EEnnvviirroonnmmeenntt EEffffiicciieennccyy （建築環境総合性能評価システム）

機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮

地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

総合的な

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮

周辺環境へ

の配慮
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用
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①参照値

～0%: ☆☆☆☆☆ ～50%: ☆☆☆☆ ～75%: ☆☆☆ ～100%: ☆☆ 100%超: ☆

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

（ kg-CO2/年・m2 ）
0 20 40 60 80

建設 修繕・更新・解体 居住 オンサイト オフサイト

100%

65%

35%

35%④上記+

オフサイト手法

24.8

BEE = 

1/1

5(m)210

南面大開口から光・風を取り込むリビング吹抜け

北側ハイサイド窓

東面夕景

南側に抜ける眺望を楽しめる開放的な空間

本計画は、東京都世田谷区の南垂れ斜面の閑静な住宅街に建つ、環境政策を研究テーマに掲げてい
る大学教員夫婦と子供二人の四人家族のための住宅だ。
地球環境と人間社会を持続可能にするために、人間の心身の健康や快適性が向上されるような質が

伴った室内環境や周辺環境、製造から廃棄までのライフサイクルを考慮した地球スケールでの省エネ
や創エネ、資源循環などに考慮しつつ、自分以外の他者と繋がる歓び（Delight）を感じながら、豊
かな生活を創造していくことのできる器としての住宅をめざした。
メインの居住空間を南に向かって緩やかに上る緩勾配屋根をもつ東西幅２間のボリュームにまと

め、内部に構造壁のないフレキシブルで開放的な空間とするともに、眺望の確保と冬の日射を取り込
む上で重要な南面の吹抜けと大開口、北向きのハイサイド窓で構成することで、北からの安定した昼
光を取り込むと同時に、南から入った風を抜き、屋根に降った雨を雨水タンクに集め、南からの太陽
光で発電することを可能にした。
　また、フェノールフォーム ( 外張断熱 +充填断熱 ) や木製サッシ、樹脂サッシ、外ブラインドの採
用による高断熱高気密化を行い、ガス温水床暖房、無給水加湿エアコン、ダクトレス熱交換換気、太
陽光発電・家庭用燃料電池コージェネレーションシステム、電気自動車・雨水タンクの導入により、
省エネ・創エネ・蓄エネを実現し、構造材や仕上げには資源循環や健康に配慮した材料を採用した。

鳥瞰

設　計　者：川島範久建築設計事務所
施　工　者：ダブルボックス
所　在　地：東京都世田谷区
家 族  構 成：夫婦 + 子供 2 人
構　　　造：木造在来軸組構造
階　　　数：地上２階
建 築  面 積：77.01㎡
延 床  面 積：118.42㎡
竣工年月日：2020 年 4月
地域区分：6
UA   値：0.32W/㎡ K ( 断熱ブラインドを除く )
ηAC 値：1.3 ( 断熱ブラインドを除く )
C　値：0.097㎠ /㎡
設計一次エネルギー消費量：67.1GJ/ 年
暖 房  設 備：ガス温水床暖房 , 高効率ルームエアコン
冷 房  設 備：高効率ルームエアコン
給 湯  設 備：家庭用燃料電池コージェネレーションシステム
換 気  方 式：第一種換気 ( 全熱交換式 )
創エネ設備：太陽光発電 4500W, 家庭用燃料電池コジェネ 700W
蓄エネ設備：電気自動車
貯 水  設 備：雨水タンク (150L)　

南面外観

ソイルペイント オスモカラーリサイクルタイル FSC 認証フローリング

古木の再利用

一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構理事長賞
主催：一般財団法人建築環境・省エネルギー機構

ＳＤＧｓ博士の家




